
スーパーグローバル大学創成支援事業 

令和２年度中間評価と最近の動き 

 

 

Ⅰ．令和２年度中間評価について 

 スーパーグローバル大学創成支援事業（以下、「ＳＧＵ」）の中間評価は公募要領に

おいて、支援開始から４年目（平成２９年度）と７年目（平成３２年度）に実施す

ることとなっており、令和２年度（平成３２年度）は、ＳＧＵ採択校にとって２回

目の中間評価を実施。 

 

Ⅱ．最近の動き 

 前回（平成２９年度）中間評価以降の動きは以下のとおりであり、今回の中間評

価では、これらを踏まえて実施することが必要。 

 

（１）構想の見直し ＜平成３０年３月～平成３１年３月＞ 

 ＳＧＵでは公募要領において、事業期間の１０年間は一時代であることから、当

初の構想全体の発展性を損なわない形で、現実的な構想とするため、事業開始５

年目の平成３０年に構想の見直しの機会を設定。 

 このため、ＳＧＵ３７大学のうち、３４校から構想調書の補正の申請があり、中

間評価（平成２９年度）を担当した委員を中心とする有識者が構想調書の補正に

ついて事前に確認を行った後、プログラム委員会において、申請のあった項目ご

とに審議し、構想調書の補正の可否を決定。 

 あわせて、厳しい財政事情を背景にＳＧＵの予算も逓減しており、限られた予算

を効率的に活用する観点から、４１項目あった「共通観点２」の成果指標につい

て、今後も採択大学が共通して取り組む必須評価項目（１９項目）と各大学が見

直し後の構想を踏まえて設定する選択評価項目（２２項目）に分別。 

 

（２）平成３０年度秋のレビュー ＜平成３０年１１月＞ 

 平成３０年度行政事業レビュー（年次公開検証）の対象事業としてＳＧＵが選定

され、公開の場（ネット中継）で外部有識者が事業の内容及び効果について点

検。 

 指摘事項と今後の対応は次紙のとおり、 
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平成３０年度秋のレビューにおける指摘事項と対応について

本事業の目的が、本来各大学の自主努
力によってなされるべきことに鑑み、事業とし
ての予算規模が段階的に縮減していくこと
も前提に、各ＳＧＵには自走化への計画
を開示し、それを具体的に進めながら、そ
の進捗を公表していくことが求められる。

本事業達成時のスーパーグローバル大学
（ＳＧＵ）の社会における機能が明確と
は言えない。文部科学省は、目指すＳＧ
Ｕの具体像を示すべきである。さらに、そ
こに至るロジックモデルをバックキャスティング
を通じて示し、ＳＧＵが実現できることを
明確にする。

一方、目標に至るための計画及びアウト
プットなどのプロセスの評価による支援の
急激な変動は、目標達成に支障をきたし、
本事業目的には逆効果の恐れがあるため、
評価の対象は基本的にアウトカムに限定
されるべきである。

各ＳＧＵはその属性や比較優位性を踏
まえたロジックモデルを構築するとともに、
定性的または定量的なアウトカム目標を公
開し、それを達成していくことを示さなければ
ならない。

秋のレビューでの指摘事項

 各採択大学において、財政支
援終了後を見据えた自走化へ
の計画を作成し、各SGUホー
ムページにて公表。

 次回（2020年度）の中間
評価において、自走化の計画
に対する進捗についても評価
項目とする。

SGUの具体像を含むロジックモデル
については、現時点の修正を行い、
SGUホームページにて公表。
（平成30年12月）

各採択大学において、アウトカム目
標を含むロジックモデルを作成し、
SGUホームページにて公表した。
（2019年4月18日）

次回（2020年度）の中間評価
において、アウトカムを中心に評価
を行う予定。

各SGUのロジックモデル
を参照し、事業全体を
今後更新。

今後の対応

※中間評価の実施方法をプログラム
委員会で定める。

※中間評価の実施方法をプログラム
委員会で定める。
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